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0. はじめに 
 ロシア語には名詞語幹に接続することで人を表す単語を形成する接尾辞が多く存在する。
その中でも接尾辞 -ist、 -ec、 -nik は生産性が高く外来語にも接続して新たな名詞を作る
ことができるとされている。しかし、新語を形成する際にこれらの接尾辞がどのような基
準で選ばれ、使い分けられているのかは明確ではない。そこで、本稿ではこれら 3 つの接
尾辞の性質をまとめ、アンケート調査を通して使い分けの基準を明らかにしていくことを
目的とする。なお、本稿ではキリル文字のラテン文字転写は ISO 式1に即して行う。参考文
献の日本語訳は筆者による。 
 
1. 先行研究 
ロシア語の接尾辞を扱った論文のほとんどは指小接尾辞についてのものであり、本稿で
扱う人を表わす名詞を形成する接尾辞について具体的に言及しているものは発見できなか
った。そこで文法書であり、接尾辞について詳細な記述のある Vinogradov et al.(1960)を以
下にまとめる。 
 
1.1. Vinogradov et al.(1960) 
接尾辞 -ist は名詞語幹に接続することで、何らかの事物、概念、機関、企業に関係のあ
る人、もしくは社会的地位、職業、専門を決める活動に関係のある人を表す名詞を形成す
る。この語形成は生産的である。 
例：baânist (バヤン奏者2)― baân (バヤン)、genštabist (参謀本部員)― genštab (参謀本部) 
 
また、接尾辞 -ist は思想的風潮などを表す -izm で終わる名詞に対応する名詞を形成す
ることができる。 
 例：gumanizm (人道主義) ― gumanist (人道主義者) 
（Vinogradov et al. 1960: 222-223 を要約） 
                                                        
1 主なキリル文字の転写法としては ISO 式翻字と ALA-LC 翻字がある。ISO 式では а-a、б-b、в-v、г-g、д-d、
е-e、ё-ё、ж- ž、зий-j、к-k、л-l、м-m、н-n、о-o、п-p、р-r、с-s、т-t、у-u、х-h、ц-c、ч-č、ш-š、щ-ŝ、ъ- "、
ы-y、ь-'、э-è、ю-û、я-â と翻字する。 
2 大型の手風琴。 
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1.2. 接尾辞 -ec 
名詞語幹に接続する。これにはいくつかの意味上のタイプが存在する。 
ⅰ) 人の名称、場所、都市、国家を表す名詞の語幹から形成される。生産的である。こ
の形の言葉は、その出身の国、都市、土地、あるいは何らかの民族共同体に所属している
人を意味する。 
例：kavkazec (カフカース人) ― Kavkaz (カフカース)、kitaec (中国人) ― Kitaj (中国) 
 
ⅱ) 組織、機関、もしくは個人名を表す名詞の語幹から形成される。生産的である。社
会的風潮、イデオロギー、何らかの社会的組織、機関に所属している人を表す。 
例：komsomolec (共産青年同盟員) ― komsomol (共産青年同盟) 
（Vinogradov et al. 1960: 212-214 を要約） 
1.3. 接尾辞 -nik 
名詞語幹に接続することで、その人の性格、職業、状態、活動を決める何らかの事柄に
関係する人を意味する。生産的である。 
例：grimasnik (しかめっ面をする人) ― grimas (しかめっ面) 
pomoŝnik (援助者) ― pomoŝ' (援助) 
（Vinogradov et al. 1960: 217 を要約） 
1.4. その他の接尾辞 
卒業論文では接尾辞 -lec、-ovec (-evec)、-anec (-ânec)、-ianec (-'ânec)、-ik についても触
れているが、紙幅の都合上ここでは割愛する。 
 
2. 逆引き辞典を用いた分析 
前節で見た各接尾辞の持つ意味はどれも規定している意味範囲が広く、使い分けの基準
としては確実性に欠ける。 
そこで実際に各接尾辞によって形成された単語を収集し、それぞれがどのような意味を
表わす単語を形成しているのかを詳しく見ることで、各接尾辞の表しうる意味の範囲を探
ることにする。各接尾辞の語例は逆引き辞典である Ševeleva et al. (1974)から収集し、いく
つかの意味分類に分けることでそれぞれの接尾辞の接続する傾向をまとめる。なお
Ševeleva et al. (1974)の収録語彙数は 125,000 語である。収集した単語数はそれぞれ、接尾辞 
-ist から 529 語、接尾辞 -ec から 995 語、接尾辞 -nik から 1,851 語であった。 
 
2.1. 意味による分類上の問題点 
 本稿で研究の対象としているのは名詞語幹＋接尾辞の構造を持つ単語である。しかし、 
接尾辞 -ec は動詞や形容詞にも接続し、接尾辞 -nik も動詞に接続する場合もある3。そこ
で本論文の目的である名詞語幹＋接尾辞の使い分けの基準を明らかにするという観点から、
対象とする単語を以下の表のように限定する。 
                                                        
3 本稿では紙幅の都合上省略した。 
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表 1: 分析の対象 
 分析の対象とするもの 
接尾辞 -ist の形成する名詞 人を表すものは全て分析の対象とする 
接尾辞 -ec の形成する名詞 人を表す名詞の内、名詞語幹に接続するもの (ただし、動詞派生名詞-enie
に接続するものは除く) 
接尾辞-ovec (-evec)、-anec (-ânec)、-ianec (-'ânec)が形成した名詞 
接尾辞 -nik の形成する名詞 人を表す名詞の内、名詞語幹に接続するもの 
接尾辞 -ik の形成する名詞の内、名詞語幹＋接尾辞の形に分析できるもの
 
なお、一つの単語で複数の異なる意味を持つものは、それぞれを別の意味として数に計
上することにする。つまり、socialist (社会主義者、社会党員) を意味で分類する際には、
社会主義者を「主義者」の項目で、社会党員を「機関所属員」の項でそれぞれ計算する。
そのため、収集した総単語数よりも、意味の分類で分けた語数の方が大きくなる。 
ただし、一つの単語が同じ意味分類と考えられる意味内容をいくつも持っていたとして
も、それらを別個に計上することはしないこととする。 
例：dorožnik (道路建設技師、道路工夫、鉄道技師) は 3 つの意味を持っているが、どれ
も「技師」という意味分類であると考えられるので、この単語は「技師」という意味分類
の項で１つとして計算する。 
 
2.2. 3 つの接尾辞の形成する名詞の表す意味 
収集した単語の表 1 の分析の対象となったものは、接尾辞 -ist で 526 語、接尾辞 -ec で
290 語、接尾辞 -nik で 428 語である。また、複数の意味分類を持ったものは接尾辞 -ist で
26 語、接尾辞 -ec で 5 語、接尾辞 -nik で 29 語である。表 2 の○、×、△は接尾辞の単語
の作りやすさの指標であり、それぞれの意味分類の中で各接尾辞の形成する単語数から相
対的に評価したものである。 
収集した単語を意味によって分類したものを表 2 にまとめる。 
 
表 2: 接尾辞 -ist、-ec、-nik の形成する名詞の表わす意味 
意味分類 接尾辞 –ist 接尾辞 -ec 接尾辞 -nik 例語 
作者・製
造者 
57 語 
(10.3％) 
△ 0 語 × 144 語
(31.5％)
○ pejzažist (風景画家)、kolbasnik (ソーセージ
製造工) 
技師 39 語 
(7.1％) 
○ 2 語 
(0.68％) 
× 20 語 
(4.3％)
△ programmist (プログラマー)、šosseec (舗装
道路の敷設・修理人)、remontnik (修理工) 
人種・国
籍国人名 
0 語 
 
× 150 語 
(50.85％) 
○ 0 語 × niderlandec (オランダ人) 
 
機関・団
体所属員 
23 語 
(4.2％) 
△ 65 語 
(22.03％) 
○ 18 語 
(3.9％)
△ pravdist (プラウダ誌の社員)、vuzovec (大学
生)、brigadnik (作業班員) 
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楽器演奏
者 
30 語 
(5.4％) 
○ 0 語 × 10 語 
(2.4％)
△
 
trombonist (トロンボーン奏者)sopel'nik (笛
吹き) 
所有者 0 語 × 0 語 × 8 語 
(1.8％)
 votčinnik (世襲領地所有者) 
運動参加
者 
6 語 
(1.1％) 
△ 9 語 
(3.05％) 
○ 6 語 
(1.3％)
△ bojkotist (ボイコット参加者)、ahnovec (マフ
ノ一揆4参加者)、narodnik (ナロードニキ運
動者) 
搭乗者 11 語 
(2％) 
○ 0 語 × 6 語 
(1.3％)
△
 
taksist (タクシー運転手)、tâželovesnik (重量
貨物列車機関士) 
学者・主
義者 
261 語 
(47.3％) 
○ 39 語 
(13.22％) 
△ 6 語 
(1.3％)
× mongolist (モンゴル学者)、tolstovec (トルス
トイ主義者)、zapadnik (西欧主義者) 
スポーツ
選手 
15 語 
(2.7％) 
○ 1 語 
(0.03％) 
× 4 語 
(0.9％)
× tennisist (テニス選手)、marafonec (マラソン
ランナー)、lyžnik (スキーヤー) 
性質・そ
の他 
110 語 
(19.9％) 
29 語 
(9.83％) 
235 語 
(51.4％) 
kokainist (コカイン中毒者)、šel'mec (ずるい
やつ)、gramotnik (教養のある人) 
計 552 語 295 語 457 語  
 
＊ ％表示は 0.01％以下を四捨五入。ただし、接尾辞 -ec の列は 0.001％以下を四捨五入。
○…接尾辞がその意味の名詞を作りやすい △…接尾辞がその意味の名詞を作りにくい 
×…接尾辞がその意味の名詞をほとんど作らない 
 
3. アンケートによる分析 
逆引き辞典から資料を収集し、分析した各接尾辞が作る名詞の意味の分布(表 2)が、実
際の使用の場でのものと一致するかをアンケート調査によって確認する。各意味分野に対
応する単語、とりわけロシア人にとっては一般的でない単語 (一つの基準としては検索エ
ンジン yandex でのヒット数が少ないもの)を選び出し、3 つの接尾辞をそれぞれ付加したも
のからどれが一番新語として適切かを判断してもらう。また、そのどれもが適切でないと
判断した場合は個々の回答者が妥当と考える表現を記入してもらう。 
 
3.1. 調査方法 
設問は全部で 21 題を設けた。調査項目として、以下の表のように設定する。なお、検索
サイト yandex でのヒット数も併せて以下に記す (2008/11/30 調べ)。表 3 の第 2 列はアンケ
ートで使用した単語と、その単語の検索サイトでのヒット数を示してある。なお、設問 19
と 20、設問 21 と 22 はどちらも同じ単語を使っているが、設問の内容は 19・21 で機関の
所属員、20・22 でその団体の支持者を問うものとなっている。 
                                                        
4 マフノ一揆(1918-1921 年ウクライナでマフノを首領とする無政府主義武装集団)。 
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表 3: アンケートの選択肢に用いた語彙とそのネット検索でのヒット数 
設問 単語 ヒット数5 選択肢別ヒット数 
① -ist ② -ec ③ -nik 
意味の分類 
 
1 сякухати (sâkuhati) 尺八 18,000 ①16 ②0 ③0 演奏者 
2 сямисэн (sâmisèn) 三味線 15,000 ①4 ②1 ③0 演奏者 
3 калимба (kalimba) カリンバ 6,616 ①0 ②0 ③0 演奏者 
4 Медведев(Medvedev)メドヴェージェフ 約 40,000,000 ①13 ②7,441 ③1 主義者 
5 Обама (Obama) オバマ 約 31,000,000 ①254 ②0 ③0 主義者 
6 Асо (Aso) 麻生 約 140,000 ①0 ②0 ③0 主義者 
7 ТУИЯ (TUIÂ) TUFS(東京外国語大学) 935 ①0 ②0 ③0 所属 
8 Нарния (Narniâ) ナルニア国 約 2,000,000 ①0 ②約 20,000 ③0 国籍 
9 Набу (Nabu) 惑星ナブー6 約 7,000,000 ①1 ②約 24,000 ③0 国籍 
10 кул-биз (kul-biz) クール・ビズ 1,540 ①0 ②0 ③0  運動 
11 кабадди (kabaddi) カバディ 140 ①1 ②0 ③0  スポーツ 
12 сепак-такрав (sepak-takrav) セパタクロー 186 ①0 ②0 ③0  スポーツ 
13 зорбинг (zorbing) ゾーブ7 約 15,000 ①20 ②0 ③0  スポーツ 
158 декопон (dekopon) デコポン 57 ①0 ②0 ③0 製造者 
16 кивано (kivano) キワノ9 4,931 ①0 ②0 ③0 製造者 
17 суши (suši) 寿司 約 9,000,000 ①約 41,000 ②1 ③0 製造者 
18 натто (natto) 納豆 6,801 ①0 ②0 ③0 製造者 
19 Тойота (Tojota) トヨタ 約 38,000,000 ①103 ②135 ③84 所属 
20 Тойота (Tojota) トヨタ 約 38,000,000 ①103 ②135 ③84 主義者 
21 Сони (Soni) ソニー 約 137,000,000 ①13 ②0 ③2 所属 
22 Сони (Soni) ソニー 約 137,000,000 ①13 ②0 ③2 主義者 
＊下線部の設問 6 の①③はヒットはあったものの全く別の単語であったため、実質ヒット数は 0。 
 
3.2. 調査結果 
今回の調査では 40 枚のアンケートを回収することができた。アンケートの集計結果は次
の表のとおりである。集計結果には選択肢 d の自由記入欄に記されたものの内、それぞれ
の接尾辞であると判断したものを数として加えている。 
 
                                                        
5 検索サイト yandex では、検索結果が 10,000 件を超えると表示されるヒット数はおおよそのものである
ので、表中の検索結果ではヒット数 10,000 語を超えたものには｢約｣をつけている。 
6 映画「スター・ウォーズ」シリーズに登場する架空の惑星。 
7 人間が巨大な中空、透明のボールの中に入り、斜面を転がり落ちて楽しむアトラクション。 
8 設問 14 が欠落しているが、これはもともと設定していた設問を、アンケートをとる前に削除したまま
リナンバリングを行わなかったためである。 
9 ウリ科キュウリ属のつる植物。ツノのあるウリ形の果実を食用とする。 
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表 4: アンケート結果 
問題番号      選択肢 a (-ist) b (-ec) c (-ink) d (その他) 意味の分類 表 2 の予想
1 33∗ 1 0 6 演奏者  a ∗∗ 
2 32 0 1 7 演奏者  a  
3 35 0 0 5 演奏者  a  
4 5 29 1 5 主義者  a 
5 16 14 0 9 主義者  a  
6 16 13 0 10 主義者  a  
7 10 9 1 14 所属  b  
8 0 38 0 2 国籍  b  
9 1 25 2 12 国籍  b  
10 21 7 6 7 運動  b 
11 35 2 1 3 スポーツ  a  
12 36 2 0 3 スポーツ  a  
13 37 0 0 3 スポーツ  a  
15 15 0 10 12 製造者  c 
16 20 0 7 11 製造者  c 
17 23 0 4 12 製造者  c 
18 22 1 2 13 製造者  c 
19 4 19 1 15 所属  b  
20 15 2 7 14 主義者  a  
21 4 20 1 10 所属  b  
22 14 2 3 14 主義者  a  
 
3.3. アンケート結果の考察 
表 4から 表 2のまとめから予想した選択肢がアンケートでおおむね選ばれていること
が確認できる。しかし一方で、設問 15～18 などでは予想とはまったく異なる結果が得られ
た。以下、設問ごとに考察していく。 
・設問 1～3 楽器演奏者 
 表 2 のまとめ通り、ほぼ全員が接尾辞 -ist を付した選択肢を回答した。 
・設問 4～6、20、22 支持者・主義者 
 表 2 のように、接尾辞 -ist を付した選択肢が最も多く選ばれている。しかし、設問 5、
6 の回答では接尾辞 -ec を付した選択肢もほぼ大差なく選ばれており表 2 のように圧倒的
に接尾辞 -ist が選ばれるとは必ずしも言えない。更には設問 4 では接尾辞 -ec を付した選 
                                                        
∗ 太字はその設問中の選択肢の中で最も回答数の多かったもの。 
∗∗ 網掛け部分はアンケートの結果が表 2 の予想と一致していることを表わす。 
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択肢 (medvedevec) が接尾辞 -ist のものを大きく上回って回答されている。表 3 でのイン
ターネット上のヒット件数から既にある程度定着した単語であるとわかるが、なぜ接尾辞 
-ec を付した形が圧倒的に優勢なのかはわからない。設問 5、6、20、22 とは違い、元の名
詞である medvedev が純粋なロシア語の単語であることが影響しているのかもしれない。 
・設問 7、19、21 機関・団体所属員 
 表 2 のまとめのように、接尾辞 -ec を付した選択肢が多く選ばれている。ただし、設問
7 では接尾辞 -ist を付した選択肢がわずかに多く選ばれており、必ずしも接尾辞 –ec が選
択されるとは言い切れない。また、表 2 からは接尾辞 -nik も選択される可能性が十分あ
ると考えられたが、アンケートの結果では接尾辞 -nik を付した選択肢はほとんど選ばれな
かった。接尾辞 -nik は機関・団体へ所属する人間を表わす場合には生産的に用いられなく
なっている可能性がある。 
・設問 8、9 人種・国籍国人名 
ほとんどの回答者が接尾辞 -ec を付した選択肢を選んでおり、表 2 のまとめを裏付ける
ものと考えることができる。 
・設問 10 運動参加者 
運動参加者を表わす語は表 2では接尾辞 -ecを付した形が最も形成されやすいとなって
いるが、接尾辞 -ist や接尾辞 -nik を付した形も大差なく存在している。 
表 4 のアンケート結果では接尾辞 -ist を付した選択肢が際立って多く選ばれていること
から、運動参加者を表わす際には接尾辞 -ist を接続させた形が現在は最も一般的になって
いると考えられる。 
・設問 11～13 スポーツ選手 
表 2 のとおり、ほぼ全員が接尾辞 -ist を付した選択肢を選んでいる。スポーツ選手を表
わす際にはスポーツ名に接尾辞 -ist を付して単語を作ることは確実と考えられる。 
・設問 15～18 製造者 
製造者を表わす場合、表 2 から接尾辞 -nik を付して単語を形成すると予想していたが、
アンケートの結果では接尾辞 -ist を付した選択肢が圧倒的に多く回答されており、接尾辞 
-nik を付した選択肢はほとんど選ばれていない。現在では接尾辞 -ist が接尾辞 -nik に取っ
て代わって、製造者を表わす際に用いられていると考えられる。 
 
3.4. 選択肢 dに現れた諸形式について(省略)10 
 
4. 考察 
4.1. 接尾辞 -ist、-ec、-nik の形成する人を表わす名詞の意味の分布表 4 の結果を踏
まえて、表 2 をまとめなおす。ただし、アンケート調査の項目として含めなかった技師、
搭乗者、所有者のカテゴリーは除くこととする。 
                                                        
10 アンケートの回答の中には名詞語幹に -vec を付け足したものが確認された。この -vec という形は接
尾辞 -evec(-ovec)と関わりがあると考えられるが、Vinogradov et al.(1960)には -vec という接尾辞に関して
の記述はなかった。これについては卒業論文で述べている。 
大澤 拓  
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表 5: 接尾辞 -ist、-ec、-nik の形成する人を表わす名詞の意味の分布 
名詞の意味 接尾辞-ist 接尾辞-ec 接尾辞-nik 
学者・主義者 ○ △ × 
楽器演奏者 ○ × × 
機関・団体所属員 △ ○ × 
スポーツ選手 ○ × × 
人種・国籍国人名 × ○ × 
運動参加者 ○ △ △ 
作者・製造者 ○ × △ 
○…接尾辞がその意味の名詞を作りやすい △…接尾辞がその意味の名詞を作りにくい、 
×…接尾辞がその意味の名詞をほとんど作らない 
 
4.2. 各接尾辞の生産性の限界 
 表 2 と現在の各接尾辞の使われ方を考慮した表 5 を比較してみると、接尾辞 -ist の担う
意味のカテゴリーは広がっているのに対し、接尾辞 -nik の担う意味のカテゴリーは著しく
狭くなっており、接尾辞 -ec の担う範囲はほとんど変化がない。以上のことから、従来は
接尾辞 -nik を接続することで表わしてきた意味の範囲を、接尾辞 -ist が代わりに表わすよ
うになってきているのではないかと考えられる。言い換えれば、接尾辞 -ist がより生産的
になっていくのに対し、接尾辞 -nik の生産性は低くなっている。 
 また、担う意味の範囲に大きな変化のない接尾辞 -ec はその派生形の接尾辞-ovec(-evec)、
-anec(-ânec)、-ianec(-'ânec)とともに、特定のカテゴリーでなお高い生産性を保っている。 
 
5. おわりに 
 今回の調査では、アンケートに用いた設問の意味のカテゴリーにいくつか取り上げるこ
とができなかったものがあったり、カテゴリーごとの設問数にばらつきがあったりしたた
め、表 5 のまとめは更なる改善の余地があると考えられる。今後は意味の分類を更に精密
にし、再度アンケート調査を行うことで、人を表わす接尾辞 -ist、-ec、-nik が形成する名
詞の意味のより正確な分布図を作成することを課題としていきたい。 
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